
おそらくこの本を手に取った方の多くは、

「高校に『情報』なんて教科あったっけ？」
「大学入試で課すような教科なの？」
のどちらかを思われた方ではないでしょうか。

前者は40代以上の方ではないかと推測します。無理もありません、普通
科高校で「情報」という教科がスタートしたのは2003年です。それ以前に
普通科高校をご卒業されたならば、在校中に学んだ経験はないはずです。

「情報」という教科になじみがないのも当然と言えます。
30代以下で高校時代に「情報」の授業を受けた方でも、それが入試科目

というと違和感をおぼえるかもしれません。2021年度までの「情報」は高
校３年間の間で１年間だけ、英語など主要教科の合間に細々と行われる教
科でした。授業でパソコンを使っていたことぐらいしか印象がないのが実

際のところではないでしょうか。

そんな教科がなぜ、2025年から大学入試に導入されることになったのか。
それも多くの大学が入試に課す「大学入学共通テスト」に加えられ、ほと
んどの国立大学が必須科目に指定したのはなぜなのか。

もちろんそこにはちゃんとした理由があります。それは本書の中で説明

していきますが、目次を見れば現在ビジネスの最前線に立ってご活躍中の

方には、思い当たるものがあるはずです。実は「情報」はビジネスの世界
と関係が深い教科なのです。

「情報」を高校で学んでいない、あるいは従来型の「情報」の授業を受け
たビジネスパーソンの多くは、ビジネスの世界に必要な「情報」の知識を、
働きながら学んできたと思います。一方で2025年３月以降に高校を卒業す
る世代からは、「情報」を高校卒業時点で身につけてきます。皆様が社会に
入ってから仕事を通して身につけてきた知識を、彼らはあらかじめ習得し

たうえで社会に入ってくるというわけです。しかも多くは大学入試という

大きな理解度チェックのイベントを経て来るので、その知識レベルは一定

以上あることが担保されていると言えます。

彼らを迎える側のビジネスパーソンにとっては、このような背景を念頭

に置かなくてはなりません。新人教育など人材育成のやり方も変えていく

必要もあるでしょう。あらゆる業界で人手不足が進んで採用活動が困難に

なっていく中、せっかく採用しても早々に離職されないようにするために

も、彼らが持つスキルを正しく評価してあげることは重要です。

正直な話、高校の「情報」の内容は、皆様が想像しているレベルよりも
かなり高いものです。IT関連企業の新人技術者研修で教えるような内容も
含まれており、完璧に理解したなら、ITエンジニアの国家資格試験にもエ
ントリーレベルなら合格できるかもしれません。普通に仕事でコンピュー

タを使いこなしている大人でも、知らないことは少なくないはずです。

本書は、「情報」に関してそうしたハイレベルな教育を受けてくる世代と
今後付き合うために、彼らが具体的にどのようなことを学んでくるのかを

知っていただきながら、知識を整理していただくことを狙いとしています。

まず序章として、「情報」という教科がどういう内容で、どのような経緯を
経て大学入試に課されるようにまでなったのか、その理由を社会的な背景

も交えながらご説明します。

その後第１章からは、４つの章に分けて「情報」の内容をご紹介してい
きます。その中には、特に皆さんの関心の高いと思われる「プログラミン
グ」も含みます。また「データ活用」は、ビジネスの世界でマーケティン
グや商品開発などに関わっている方は、何らかの形で関わっていると思い

ます。その手法を今は高校で教えていることに少し驚かれるかもしれませ

ん。

この本が、「情報」を大学入試科目として経験してきた世代と読者の良好
な関係を築く一助となることを願ってやみません。
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